
１ スタートアップってなあに？
(1) Tsukuba Startup Day振り返り・スタートアップ戦略概要説明

説明者：つくば市スタートアップ推進室 室長 塚本 健二
(2) つくばにおけるスタートアップのステークホルダー

講師：Tsukuba Place Lab 代表 堀下恭平 氏
「つくばスタートアップエコシステムの可能性」

２ スタートアップによるプレゼンテーション
講師：AGRIEグループ 代表 伊藤俊一郎 氏

「つくばから世界へサイバーホスピタルの可能性」

日時：2019年1月17日（木）19:00～20:00
場所：つくば総合インフォメーションセンター交流サロン

（BiViつくば2階）

参加費無料
事前申込不要

主催： つくば市
過去の様子はこちら！ 連絡先：経済部スタートアップ推進室

029-883-1111（内線83603）

→

つくば市では、「スタートアップ」を親しみやすくし、理解を深めてもらうためのイベントを毎月原則第３木曜日に開催して
います。お気軽にお越しください！

Tsukuba Place Lab 代表 堀下恭平 氏

筑波大学２年次にコミュニティ拠点として学生カフェ創設からまちづくりに興味を持ち、下妻市や水戸
市、横浜市などの商店街活性化にかかわったのち、京都に移住。関西を中心に行政計画策定に係るコン
サルで起業。全国50自治体以上の計画策定に携わる。つくばに戻り大学生をしながら、2016年12月コ
ワーキングプレイス [Tsukuba Place Lab] ( https://www.facebook.com/TsukubaPlaceLab/ )を創業。
オープンから2年が経ち、企画運営したイベントは630本以上、来場者は12,000人を突破。2018年10月
よりつくば駅前コワーキング [up Tsukuba] ( https://www.facebook.com/upTsukuba/ )を創業。 [グ
リーンバードつくば] ( https://www.facebook.com/greenbird.tsukuba/ )や [筑波フューチャーファ
ンディング - TFF] ( https://www.facebook.com/TsukubaFutureFunding/ )の活動と連動させて地方の
価値が高まる仕掛けづくりに挑戦中。「迷ったら全部やる」がモットーで「成功するまで続ければ失敗
しない」が信念。

AGRIEグループ 代表 伊藤俊一郎 氏

1979年：新潟県糸魚川市に生まれる
2004年：筑波大学医学専門学群卒業
2014年：心臓血管外科医を脱サラ
2015年：10億円借金し、訪問診療・看護・老人ホーム事業等にて起業
2017年：医療相談アプリ事業を行う別会社を起業
2018年：医療相談アプリ事業で1億円を調達
起業から3年でグループ全体で従業員100名、年商10億円突破。目指すは、「つくばから持続可能なヘル
スケアシステムを世界に発信し、良質な医療がどこにいても受けられる時代を創ること。」

◆講師紹介◆

◆プログラム◆


